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社会福祉法人萌葱の郷 沿革 （利用者ニーズに沿った事業展開）

大分県発達障がい者支援センター イコ＝ル（職員4名＋2名）
〒８７０－００４７ 大分市中島西1丁目4番14号 市民の権利ビル202
TEL ０９７－５１３－１８８０ FAX ０９７－５１３－１８９０

http://www.moeginosato.net E-mail ecoal@moeginosato.net

発達障がい者が人とつながりをもちながら安心して暮らせる地域づくりを創造する

平成2年9月 社会福祉法人萌葱の郷設立・認可
平成3年6月 知的障害者更生施設「めぶき園」設立
平成13年10月こどもデイサービスセンター「なごみ園」開設
平成17年2月 大分県発達障がい者支援センター「イコール」開設
平成17年6月 ホームヘルプサービスセンター「らすかる」開設
平成22年1月 障害者支援施設「めぶき園」へ移行（生活介護、施設入所）

ケアホーム「かわしま」開設
平成22年5月 障害者支援施設「めぶき園」就労継続支援B型開設

就労支援施設「どんこの里いぬかい」開設
（従・就労継続支援B型）

平成24年4月 公立犬飼保育園の民間移管にて いぬかい保育園
いぬかい子育て支援センターとして運営を開始する

平成24年4月 こども発達支援センター「なごみ園」新体系に移行
保育所訪問支援事業「かける」スタート

平成25年2月 特定相談支援事業「プラス」開設
平成25年5月 こども発達支援センター「大分なごみ園」開設
平成26年4月 障害福祉サービス事業所「どんこの里いぬかい」へ移行

（生活介護、就労継続支援B型、就労移行支援）
平成27年4月 いぬかい保育園が「いぬかいこども園」へ移行

(認定こども園(幼保連携型))
平成27年6月 こども発達・子育て支援センター「なかよしひろば」開設
平成29年5月 放課後等デイサービス「戸次なごみ園」開設
平成30年4月 こさい保育園開設



２次障害への予防と対応

• 行動障害→ × 行動変容を求める治療

• 行動障害→ ○ 合理的配慮に基づく支援

①受け皿となる事業モデル（実践現場）が不可欠

②孤立を防ぐための支援体制づくりが必要



大分県発達障がい者支援センターの最重要課題
当事者や家族を中心とする支援者ネットワークの推進

大分県自閉症協会（６部会）

施設部会、成人部会、青年部会、年少部会、

高機能・アスペルガー部会、専門部会

活動内容：定例会、研修会、キャンプ、レクリエーションなど

各圏域保護者会

情報交換会、ペアレントメンター研修会など

当事者サークル（青年・成人）

情報交換会、レクリエーション活動など

大分県発達障がい者支援専門員の会

情報交換会、スキルアップ研修会など



各地域の実情に応じて、関係機関の役割分担を明確にしながら重層的な支援体制を構築しています

子どもの心の診療拠点病院
（大分大学医学部小児科）

児童相談所
（中央・中津）

発達障害者支援
センター（ECOAL）

大分県の障害児支援体制（国モデル）イメージ図
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・関係機関等との連
携協力による支援機
能の強化
・障害児入所支援
・連携協議会

・障害児への通所支
援を提供

・地域支援の提供
（保育所等訪問支援、
障害児相談支援等）

・連携協議会
（市自立支援協議会等）

・高度な専門的支援
・バックアップ機能
・連携協議会
（県自立支援協議会等）
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放課後等デイ
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参考：障害児支援の在り方に関する検討委員会報告書参考資料

障害児入所支援
医療機関

（高度専門医療）

保健所

※人口規模等に応じて各圏域
に複数の拠点が必要

※都道府県指定都市による設置



大分県発達障がい者支援センター連絡協議会
会長 釘宮誠司（博愛病院） 年3回開催

構成機関（医療、保健、教育、福祉、労働、保護者等 合計30団体）
博愛病院、国立病院機構、精神保健福祉センター、労働局、健康づくり支援課、
障害福祉課、特別支援教育課、こども未来課、児童相談所、市障害福祉課、
私立幼稚園連合会、保育連合会、障害者職業センター、知的障害者更生相談所、
社会福祉事業団、知的障害者施設協議会、相談支援事業所連絡会、自閉症協会、
発達障がい者支援専門員、地域生活定着支援センター、就業・生活支援センター、
育成会、大分県警察本部生活安全部、発達障がい者支援センター、発達支援施設

連絡協議会を実施主体とした事業・検討会

①：発達支援ファイル検討会（H１９～）
②：発達障がい者支援専門員養成研修（H１８～）



発達支援登録証

周知・配布方法

①連絡協議会や支援専門員等を通じて配布
②HPからのダウンロード（www.ecoal.info）

地域生活をおくる中で、発達の特異性に対す
る合理的配慮や支援に関する情報提供、災
害時に特別な配慮や情報の伝達をスムース
にすることを目指して、診断書、もしくは検査
結果証明書に基づいて大分県発達障がい者
支援センターが希望者に発行しています

発達支援ファイル表紙

本発達支援ファイルに記載され
た情報をもとにすることで、各関
係機関の中で個別支援計画の
作成を促すことを目的とする



発達支援ファイルの内容

本発達支援ファイルに記載された情報をもとにすることで、
個別支援計画の作成を促す

※チェックリストを通すことで、特性の理解も可能



大分県発達障がい者支援専門員養成研修

各機関のスペシャリストの方々に対して、情報の共有化とネットワークの構築をすすめる

初級 「知る」 （６講義、３機関現場視察研修）
講義：県障害福祉課、県特別支援教育推進課、国立病院機構

社会福祉法人、大分県自閉症協会
視察研修先：医療機関、特別支援学校、通園施設、デイケア、就労支援B型

イコール、萌葱の郷（自閉症総合援助センター）

中級 「関わる」 （４講義、５日間の実務研修）
講義：県特別支援教育推進課、国立病院機構、社会福祉法人
実務研修先：イコール、萌葱の郷（自閉症総合援助センター）

上級 「計画する」（２講義、４回以上の事例検討会、５日間の実務研修）
講義：大分県発達障がい者支援専門員、障害者職業センター

実務研修先：大分県自閉症協会

大分県発達障がい支援専門員（スーパーバイザー）資格

【目的】 この研修は実践現場で発達障がい児（者）の医療・保健・福祉・教育・労働の各分野にお
いて支援を行っているスペシャリストの方々に対して、３年の研修期間を経ることで発達障がい児
（者）のライフステージを見通した相談やコンサルテーション、支援計画を作成できるゼネラリスト
の養成を目指しています。

【実施主体】 大分県発達障がい者支援センター連絡協議会

現
場
で
学
べ
る
機
会
が
欲
し
い

各級とも

定員30名

聴講のみ

定員100名



大分県発達障がい者支援専門員の会

• 大分県発達障がい者支援専門員養成研修の修了者による自主活動と
して、平成２１年度に発足。

• 活動内容：総会（年１回）、役員会（年４回）、研修会（年２回）

圏域毎による情報交換会、支所会（月１回）

専門員所属機関例

社会福祉事業団、保育園、幼稚園、認定こども園、
小学校、中学校、高等学校、適応指導教室、特別
支援学校、相談支援専門員、児童家庭課、子育て
支援課、児童クラブ、発達支援センター、放課後デ
イ、児童養護施設、入所施設、ケアホーム、生活介
護、就労支援、居宅支援、就業・生活支援センター、
子育て支援センター、青少年自立支援センター、社
会福祉士事務所、国立病院機構、医療センター、
診療所、精神科デイケア、県障害福祉課、市役所、
保健所、児童家庭課、知的障害者更生相談所、公
共職業安定所、就業生活支援センター、児童相談
所、私立高校、大学、株式会社etc

大分県発達障がい者支援専門員認定式

世界自閉症啓発デーに合わせて開催する、大分県自閉
症啓発デーの中のプログラムとして大分県発達障がい
者支援専門員の認定式を位置付ける



平成３０年度の体制
大分県発達障がい者支援専門員：２１７名

ECOAL圏域支所：3ヶ所

東部圏域

杵築・日出・
別府
４０名

もも
中部圏域

大分・由布・
臼杵
６８名

北部圏域

中津・宇佐・
豊後高田・
姫島村
２２名

南部圏域

佐伯・津久
見
１５名なごみ

豊肥圏域

竹田・豊後
大野
２０名

あーく
西部圏域

日田・玖珠・
九重
１３名

大分県発達障がい支援
専門員養成研修修了者

平成21年度 15名
平成22年度 31名
平成23年度 29名
平成24年度 29名
平成25年度 18名
平成26年度 19名
平成27年度 19名
平成28年度 27名
平成29年度 28名
合計 217名

大分県発達障がい支援体制（圏域支援ネットワーク）

無所属
３９名

圏域支所における６つの役割
（ＥＣＯＡＬの機能を圏域にて補完する）
①発達障がい児者への療育・相談支援
②発達障がい児者の家族支援
③発達支援登録証の管理
④災害時における発達障がい児者支援
⑤大分県発達障がい者支援専門員事務局
⑥その他の連携拠点（保育コーディネーター、
教育、就労関係機関との連携拠点）



大分県発達障がい者支援専門員養成研修の効果と課題

・各機関で発達障がいへの配慮を周りに伝えられる職員が居ることによ
り、不適応行動などの二次障害を防止することができている

・関係諸機関の職員が一緒に学び合うことにより、仲間意識が向上し、
協働的支援を可能にすることができている

・座学のみでなく、早期療育から就労生活支援施設、特別支援学校へ
の視察や実地といった現場研修を取り入れているため、エビデンスベー
スが守られている

・保護者会を始め、保健、福祉、医療、教育、行政、労働関係機関によ
るコラボ体制が整えられているため、自分の専門分野以外の知識や情
報を得ることができている

大分県内で強度行動障害者が激減した理由

課題
・知的障害を伴わない発達障害児者に対する支援モデルを構築する
・障害福祉予算だけでなく、あらゆる分野から多面的に支援施策を構築する



≪更新概要≫ 1)大分県発達障がい者支援専門員（以下、ＳＶ）に新たに有効期限を設定する。
2)有効期限内に更新講習を受けると、有効期限が3年延びる。
3)更新講習は、①初級講座3日間のうち2日、②ＳＶの会が主催する継続研修または
交流研修のいずれか1回、③地域の圏域連絡会2回
4)有効期限が過ぎるとＳＶ資格は失効し、ＳＶではなく発達障がいサポーターになる。
5)一度失効すると、一般参加者と同じ初級選考を経て、初級から3年の受講が必要
である。

≪ＳＶ有効期限≫ ＳＶ1期~3期：2017年度~2019年度末まで
ＳＶ4期~6期：2018年度~2020年度末まで
ＳＶ7期~9期：2019年度~2021年度末まで
ＳＶ10期~12期：2020年度~2022年度末まで

≪申込期間≫ 該当する更新期間内随時

≪更新証の発行≫ 受講証を提出後当該年度の協議会の認定を経て発効となる。

更新ＳＶ制度

【目的】 発達障がいを取り巻く環境・制度が年々変化してきている事から、ＳＶとして
必要な資質能力が保持されるように定期的に最新の知識技能を身に付けると同時に、
支援ネットワークの発展を目的とする
【実施主体】 大分県発達障がい者支援センター連絡協議会(以下、協議会とする)
【事務局】 大分県発達障がい者支援専門員の会
【更新資格者】 大分県発達障がい者支援専門員



～発達障がいサポーター～

『発達障がいサポーターとは、発達障がいについて理解し、偏見をもたず、発達
障がいの人や家族を温かく見守り、自分のできる範囲で活動する「応援者」の方
々です』

ＳV修了者だけでなく、養成研修(初級)講座を聴講された方や関係機関等にオジ
ナルシリコンバンドを配布し、発達支援登録証と連動させながら普及啓発をすす
めることで発達障がいの方が暮らしやすい地域づくりを目指しています。

※登録証内にサポーターについての説明を入れる



発達障がい児・家族支援体制強化事業

①発達障がい対応力向上研修

④発達障害者支援センターの療育相談機能強化

②ペアレントメンターの養成

③ペアレントプログラムの推進

現

状

・発達障がいを診断できる医師の不足
・身近な地域に発達障がいに対応できる医師が少ない
・発達障がいに対する理解不足
・子どもへの関わり方がわからない

・家族は周囲の理解不足や情報不足のため不安を抱えて
いる
・身近な場所に相談できる場所や人が少ない
・特定の医療機関に予約が集中し診療待ちが常態化
・児の特性にあった医療、療育支援が不足している

小児科医・精神科医・かかりつけ医等を対象に、発達障がいの相談
や診療に応じるための専門的な研修会を実施する。

【講師】発達障がい児・者の診療を行っている県内の小児科医・
精神科医（計２名）が国の行う指導者養成研修を受講し、
県内医師に対し研修を行う。

【対象者】県内の小児科医・精神科医・かかりつけ医

ペアレントメンターを継続して養成し、周囲から理解を得られず
孤立しがちな保護者に寄り添った支援を行う体制を整える。

【養成】年間10名程度養成（計72名）
【委託先】（社福）萌葱の郷（発達障がい者支援センターイコール）

子育てに難しさを抱える保護者に対して、発達障がいへの理解を深
め、関わり方を学ぶグループ研修会を実施することにより、障がいに
対する理解を深め、子どもに対する適切な対応力を身につける。

【対象】３歳～就学前の児童を持つ保護者
【事業内容】ペアレントプログラム７日×３回／障害福祉圏域
【委託先】障害福祉圏域の児童発達支援センター

長期間にわたる「診察・療育待ち」緩和のため、大分県発達障がい
者支援センターの医療・療育面での機能強化（発達障がい児支援
コーディネーターの配置）を行い、「診察・療育待ち」にある児に対す
る個別の支援調整を実施する。
【委託先】（社福）萌葱の郷（発達障がい者支援センターイコール）

【実施内容】発達障がい児支援コーディネーターを配置し、発達障が
いが疑われる児に対する個別の支援調整を行う。

療育機関

児童発達支援センター

かかりつけ医

メンター

メンター養成研修

メンタル
サポート養成研修

受講

指導者養成研修機関

発達障がい
研修

かかりつけ医等

養成

保健師

メンター 市教委

保育士

支援 支援

発達障がい児と家族

児の特性にあった支援



大分県子育て満足度日本一を目指して

①ハード（平成２６年度～）

子育て総合支援センターにおけるモデル事業の運営

こどもの発達保障と働きやすさとの相乗効果

②ソフト（平成２５年度～）

保育コーディネーターの養成と活用

専門性向上と支援ネットワークの推進

③ツール（平成２８年度～）

保育経過記録の図式化

保護者や関係機関との協働支援の推進



特別支援学校

子育て総合支援センター
幼保連携型認定こども園
子育て総合支援センター
児童発達支援センター

児童発達支援
事業所

A保育園
保育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

放課後デイ
サービス

F放課後児童クラブ

C幼稚園
特別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

医療機関

モデル：豊後大野市の子育て支援体制

B認定こども園
保育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

D小学校
特別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

E中学校
特別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

教育事務所 相談支援事業所

児童相談所

保健所

発達障がい者支援センター

市役所
社会福祉課

（利用者支援事業）



豊後大野子育て総合支援センター
子育て支援に関するユニヴァーサルセンター

豊後大野子育て総合支援センターでは、幼保連携型認定こども園(幼稚園、
保育園)、地域子育て支援拠点事業、児童発達支援センターを同一敷地内に
て一体的に運営することにより、その地域に暮らしているすべての乳幼児と
家族に対して、障がいのある・なしに関わらす乳幼児期から小学校への接続
を連続的、且つ、子ども一人一人の月齢だけではなく、生活経験や器質的な
特性を理解した上で、教育及び保育を一体的に進めることができています。

幼保連携型認定こども園 いぬかいこども園
こども発達・子育て支援センター なかよしひろば
いぬかい子育て支援センターゆうゆうキッズ

＋



② 大分県保育コーディネター養成研修

第１日 「オリエンテーション ／ 県こども子育て支援課」
「保育所等に求められる役割と期待 ／ 運営委員会」
「家庭支援論 ／ 東九州短期大学」

第２日 「発達障がいの理解と気になる子どもの対応 ／ 別府発達医療センター」
「社会的養護を要する子どもたちへの支援 ／ 中央児童相談所」

第３日 「視察研修Ⅰ ／ 児童発達支援センター」
「初期対応から要保護児童対策地域協議会へ ／ 中央児童相談所」

第４日 「保育コーディネターのための相談援助技術 ／ 別府短期大学部」
「行政説明：地域の子育て支援サービス、ひとり親家庭への支援、障がい児の支援サービス」

【目的】 保育所（園）及び認定こども園において、特別な配慮が必要な児童や家庭に応じた専門的な支援を行うとともに、関係機
関と連携して適切な時期に適切な支援につなげる人材を養成し、大分県内の地域に根ざした子育て支援体制を整える。

【実施主体】 大分県、大分県保育連合会

定員80名
（6圏域）

第７日 「視察研修Ⅳ ／ 児童発達支援センター」
「事例検討 ／ 運営委員会」

第５日 「視察研修Ⅱ ／ 地域子育て支援拠点」
「視察研修Ⅲ ／ 支援学校」

第６日 「実際の支援に向けて（発達障がい児） ／ 大分県発達障がい者支援センター」
「実際の支援に向けて（ホームスタート） ／ おおいたホームスタート」

１２月下旬 「レポート提出」、 １月上旬「レポート締め切り」
１月下旬「認定考査」、 ２月上旬「認定式」



○ 保育コーディネター運営委員会

委員長 大分県保育連合会 理事・大分県ホームスタート 会長
副委員長 大分県発達障がい者支援センター センター長
委員
・大分県教育委員会 委員長、東九州短期大学 教授
・大分県臨床心理士会 事務局長、別府大学短期大学保育科 准教授
・児童発達支援センターかじか園 園長
・大分県教育庁特別支援教育課 課長
・大分県福祉保健部障害福祉課 課長補佐
・大分県中央児童相談所 主査
・大分県こども子育て支援課幼保連携推進班 主査

○ 保育コーディネーターの役割

・要保護児童や行動の気になる児童を療育機関や児童発達支援センター等の療育機関や居宅支援事
業などの福祉サービスにつなげるノウハウを有する

・特別な支援ニーズのある家族への相談支援を担任と一緒に受けたり、療育機関の訓練内容等を園
内に伝達することができる

・特別な支援ニーズのある家族が関わっている外部機関との連携窓口を務める

・特別な支援ニーズのある児童の保育教育計画を作成することができる

・特別な支援ニーズのある児童について、地域交流などの場面で周囲の理解を得る説明ができる



平成３０年度の体制
保育コーディネーター：３７５名

現受講者：１２１名

東部圏域

杵築・日出・
別府
７６名

中部圏域
大分・由布
１１０名

北部圏域

中津・宇佐・
豊後高田
７８名

南部圏域
佐伯・臼杵
３７名

豊肥圏域

竹田・豊後
大野
３６名

西部圏域

日田・玖珠・
九重
３８名

養成研修修了者
平成26年度 85名
平成27年度 81名
平成28年度 112名
平成29年度 97名
合計 375名

大分県保育コーディネーターの会（圏域支援ネットワーク）

保育コーディネーターに期待される役割

①虐待、②発達障がい、③貧困、④孤独

・外部の専門機関や福祉サービス等に関
する情報を有する

・職員の共通理解を高めるために園内研
修等を企画運営する

・特別な支援ニーズのある家族と教育や
福祉などの外部機関との連携窓口となる

・特別な支援ニーズのある児童の教育保
育計画を作成する

・地域交流などの場面で、特別な支援
ニーズの普及啓発を行う

※ 平成２９年度より、フォローアップ研修も開催中



③４歳児６名の発達・保育経過記録を図式化してみた

６大項目：養護と五領域（健康、人間関係、環境、言葉、表現）
１０３小項目：８+４６+１３+１４+１０+１２



③４歳児６名の発達・保育経過記録を図式化してみた



・大分県における子ども子育て支援に関わる団体を対象に、
お互いが連携や協働支援をスムースに行っていくことを目指
して、各団体の活動内容や役割を学び合うことを目的とする。

参加団体例
・大分県発達障がい者研究会
・大分ホームスタート連絡会議
・大分県発達障害者支援専門員の会
・大分県発達支援通園事業連絡協議会
・大分県保育コーディネーターの会
・大分県ペアレントメンターの会

※ 随時、参加団体を募集中！！

大分子ども子育て支援連絡協議会
（平成27年12月発足）


